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の
巻

廃は

い

こ

ま

つ

で

ら

小
松
寺
と
小
松
城

　

廃
小
松
寺
は
、
星
田
の
山
中
に
あ
っ
た
寺
院
で
す
。平
安
・
室
町
時
代
に
は
立

派
な
建
物
が
並
び
、多
く
の
僧
侶
を
抱
え
た
、交
野
で
有
数
の
山
岳
寺
院
で
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
廃
寺
と
な
る
と
、
廃
小
松
寺
に
あ
っ
た
十
一
面
観
音
立
像
（
左
写

真
）は
星し

ょ
う
で
ん
じ

田
寺
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

現在に伝わる小松城

　現在、廃小松寺跡はゴルフ場として整備されています
が、一角には「小松寺遺跡」と記された石柱があります。
コース内には、「堂跡嶺」が小松山として残っており、昭和
50 年ごろまでは、礎石や土器が見つかっていました。
　また、星田寺本堂前には、小松城主だった遠

えんどうまさちか

藤昌親の
弟、昌

まさとし

俊（戒名＝勝
しょうかいだいとく

海大徳）の一周忌である永禄 6年（1563
年）に建てられた五輪塔があります。

　

戦
国
時
代
、
星
田
の
山
々
に
守
ら
れ
た
廃

小
松
寺
は
、
砦
と
同
等
の
役
割
を
果
た
し
た

た
め
、
小
松
城
と
し
て
使
わ
れ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
時
代
初
め
の
絵
図
に
は
、「
堂ど

う
あ
と
み
ね

跡
嶺
」

と
い
う
山
の
周
り
に
「
堂ど

う
あ
と跡
」・「
鐘し

ょ
う
ど
う堂
」
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。堂
跡
嶺
に
は
、
守
り
を
固
め

る
た
め
に
十
分
な
高
低
差
が
あ
り
、
絵
図
で

は
周
辺
に
石
垣
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

廃
小
松
寺
の
近
く
に
は
、
政
治
文
化
の
中

心
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
飯
盛
山
城
が
あ

り
、
城
を
巡
る
戦
い
も
幾
度
か
起
き
て
い
ま

し
た
。そ
の
戦
い
か
ら
、
交
野
を
守
る
城
と

し
て
利
用
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

廃小松寺周辺絵図（部分）廃小松寺周辺絵図（部分）

　土中に埋まった五輪
塔の台座には、次の記
述が刻まれています。
「永禄六年　勝海大徳
　六月 廿

にじゅう
三日」

星田寺五輪塔星田寺五輪塔 「小松寺遺跡」石柱「小松寺遺跡」石柱


